
本学食物専攻生の食品イメージについて（第ユ報）

－イメージの種類と学年による差異－

はじめに

食物の嗜好傾向の背景にある食品のイメージは，一般

キこ食品の特性，生理的欲求，食生活経験，教育程度，経

済的・社会的背景など，檻々な要因により形成されるも

のと考えられている。したがって，被検著の食品に対す

るイメージの測定は，今後の給食管理，栄養教育の指針

をうる上に大切であると考える。
1）2）3）

食品のイメージに関する研究には，荒井の自由連想テ

スト法を用いた集団給食における嗜好度郷定の研究，

SzcヱeSdakなどの同法による食品属性への消費者の閑
4）

心の研究などがある。

著者は主に次の2点を検討するために本研究を行なっ

た。

（1）食品に対するイメージが，／食物専攻入学当初の学

生と，1年間食物専攻生としての専門教育を受けた学生

との間に，如何なる差異がみられるか。換言すれば，食

′晶イメージが教育によりいかように変容するか。

（2）複雑多様化している現代の食生活を，イメージ面

より把撞する。

調査対象

昭和46年4月本学入学家政学科食物専攻生（以下46年

度生という）　40名

昭和45年4月本学入学家政学科食物専攻生（以下45年

度生という）　40名

表1　反　応　語

山　岸　恵美子

高等学鮫において家庭科を全然履修しなかった学生

は，両年度生に約1割いる。また45年度生は，全員が栄

養士資格のための単位を選択している。

調査時期

昭和46年4月20日から4月30日までの任意の3日間を

選定した。ただし，五里且と食事前後の1時間（空腹・

満腹時）は，イメージに影響を与えるといけないのでさ

けた。

調査方法

自由連想テスト法。被連想食品（以下剰戟語という）

は，食品成分表より100種選定した。100種の刺戟語は乱

数表を用いて再配列し，これを33～34語ずつに区分して

調査表に印刷した。1日ユ区分ずつ調査した。

1剃戟語についての連想は，1分間を限度とした。す

なわち，1分間に思いっく語（以下反応語という）を3

つ，思いっいた順（以下反応語1，反応語2，反応語3

という）から調査表に記入させた。1分間に思いつく語

がない場合には無記入とした。

100種の刺戟語に対する各年度生の反応は，無回答も

含めると12，000語である。

反応語の分類

反応語は荒井などの分類法を参考にして，表1のごと

く大区分11項臥小区分26項目に分頻整理し，両年度生

間における反応語の種類とその差異を比餃検討した。

の　分　耕　法
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結果と考察

1反応語の分類別分布状況

学年ごとに全反応語の分頬別割合を調査すると表2

（大区分）及び表3（小区分）のごとくになる。大区分さ

れた反応語の分布状況について学年差の有無をZ2検定

すると，Z孟（。．。5）＝18・31＜沼＝329・9で著しく有意とな

る。すなわち，反応語の分姉別分布状況は，両年度生で

著しく異なっていることが認められる。次に分塀別に考

察する。

（1）調理献立上の用途

全反応語中における本項目の反応語率は，46年度生

表2　　分　摂　別　反

38．3％，45年度生41．7％で，両年度生とも分類別反応語

中では最高率を示している。この成繍軋　刺戟語の種甑．

は異なっていても，Szczesdakが米国人について行な

った成緻（男女別，職業別平均値，1961年）の38％に近

い数値である。荒井が調理師コースを学ぶ男子学生（平

均34才）を被検者として調査した成蹟（1964年）は32％－

で，本学食物専攻生及び米国人よりもやや低率である。

しかし何れの場合でも，全反応話中の給与は本項目でし

めており，本項目とイメージとの結びつきは密接であ．

る。

両年度生とも本項日中の約号は，調理法・調理食品・

応　語　の　割　合　　　　（大区分）　　　　単位％

l l ll l

l■　　l l■l l

●
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表3　分　類　別　反　応　語　の　割　合　　　（小区分）　　　単位％

D－a】D－b 佻ﾈ自(h示)���ﾄ2�僥－中一b 僭－aトb 蝿�ﾆ�ﾄ��ﾆ"����､燃�合　　　計 

可霊 俘ﾈ�2����C2���Cr�需喜 剋s ���C2���C"�8 0．1 ��XｾiZｨ,i:�+b�100（12，000） 100（12，000） 

● ��ｲ�×lo 凵~ ����下 ��貮���� 

注：①　○ほ有意，Xは有意でない。

㊥　針は4捨5人すると0になる数値

加工食品に関するものである。その反応語率は45年度生

の方が4％高率で有意であり，本項目の学年差の主因を

なしているd45年度生が高率なのは，ユ年間の専門教育

により，これらに関する知識・経験が豊富になったため

であると考える。組合わせ食品の反応語率も46年度生の

方が約1％高率で有意である。食品の材料及び食べる時

機については学年差がみられない。

（2）食品の属性

食品の属性についての反応語率が，両年度生とも調理

献立上の用途についで高率を示しているのほ，荒井，

Szczesdakの報告と一致している。しかし，その反応語

率は両者の報告よりも低い。すなわち，荒井の報告では

18％，Szczesniakの報告では24％であるが，本学46年度

生では12．5％，45年度生では14．2％である。

属性に関する反応語の約与は両年度生とも色に関する

反応語で，46年度生4．0％，45年度生5．6％であり，色が

食品の選択，献立調理一　興食時などに強い印象を与えて

いることがわかる。味，音ぎわり，外見などの反応語率

は両年度生とも全反応語の約2％で，色の反応語に比較

するとを一与である。また，香（臭）の反応語率は全反

応語の約1％，風味及び鮮度は0．3％以下である。学年

差は色の反応語率にのみ現われている。

（3）個人的嗜好

嗜好への関心は荒井の調査では11％で，Szczesniakの

報告の3％よりもかなり高率である。本学食物専攻生

は，46年度生1．2％，45年度生1．3％で，米国人よりもさ

らに低率を示し，食品からうける嗜好への反応は弱い。

これは刺戟語がカレーライス，サラダなどの調理食品で

ないためであると考える。また，本項目の反応語に学年

差がないのは，食品に対する嗜好の感情は，専門教育以

前の影響が大きいからであると考える。
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（4）栄養・保健・衛生

本項目の反応語率の学年差の検討は，イメージの教育

による影響を把塩する上に重要である。結果は46年度生

4．7％，45年度生6．7％で，予想通り45年度生の方が2％

高く有意差がみられる。その有意差は，栄養・保健に関

する部分にある。衛生の反応語率には学年差が全くみら

れない。

栄養・保健・衛生の反応語率は米国人では2％である

が，荒井の報告では7％の高率である。本学食物専攻45

年度生の成績は，荒井の報告に近い数値であり，教育の

影響が考えられる。

（5）食品分類・食物のタイプ・商品名

大区分では46年密生8．1％，45年度生7．6％で，両年度

生間0．5％の差にすぎない。しかし小区分についてみる

と，食品分類と商品名の反応語率に若干学年差がある。

食物のタイプには学年差がみられない。本項日中では食

品分類が大部分をしめている。各垣報道機関で宣伝され

ている商品名の反応語率は非常に低率で，イメージとの

つながりは弱い。

（6）食品部位・動物名

46年度生3．4％，45年度生3．2％であり学年差を認めな

い。動物の部位名よりも動物名の方が反応語率は紛2倍

ある。

＿（7）地区性・季節性

46年度生8．5％，45年度生8．9％で，両年度生間の差は

有意でない。地区性についての両年度生の反応語率約

5．0％は，荒井，SzczeSdakの報告の約2．5倍である。

これは刺戟語の差異とも考えられる。季節名についての・

報告はないので比牧することはできない。本学食物専攻

生についてみると，季節名よりも地区名の方が反応語率

は高くなっている。
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（8）価格・数畳

45年度生の方に反応語率が高くなると予想したが，結

果は価格・数量あわせて両年度生とも1．396であり非常

に低い。すなわち，実習や乗除などで相当数畳的取扱い

をしていても，イメージとしてほ現われてこないもので

ある。また，価格の反応語率が低いのは，両年度生とも

笹済的責任の軽い学生であるためであろうか。

（9）調理配食用機許

46年度生1．5％，45年度生1，8％で，本項目の反応語率

ほ前項と同様低率である。学年差は認めない。

㈹　その他

46年度生2．8％，45年度生3．4％であり，学年差がな

い。

餌）無回答

分塀別反応語中では学年差の環も大きい項目である。

すなわち，46年度生17．795，45年度生9．9％で，46年度

生の方が7．8％高率を示している。45年度生に反応語無

記入の食品が少ないのは，専門教育が影響していると考

えられる。46年度生の無回答率は，荒札Szcze8niakの

報告と一致している。

2　反応語の経時的変化

初めにイメージとして現われる反応語と，おそくイメ
ージにでてくる反応語を調査するために，分煩別に反応

語1の数を基準にして，反応語2及び反応語3の数の反

応語1の数に対する比率を求めてみると，図1のごとく

である。圏から次の6つのタイプが考えられる。
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注：－46年度生，…・…・・45年度生

（）外は46年度生の反応語1の数，（）内は45年

度生の反応語1の数

Ⅰ：反応語数が経時的に減少していくもの（反応語1

＞反応語2＞反応語3のタイプ）

Ⅰ：反応語数が反応語1に多く，反応語2及び反応語

3に著しく少ないもの（反応語1≫反応語2≒反応語3

のタイプ）

Ⅱ：反応語数が反応語1及び反応語2に多いもの（反

応語1≒反応語2＞反応語3のタイプ）

Ⅳ：反応語数が反応語2に多いもの（反応語1＜反応

語2＞反応語3のタイプ）

Ⅴ：反応語数が反応語2及び反応語3に多いもの（反

応語1＜反応語2≒反応語3のタイプ）

Ⅶ：反応語数が経時的に増加していくもの（反応語1

＜反応語2＜反応語3のタイプ）

結果は表4のごとくにもまとめることができる。

蓑4　反応語の分額と経時的タイプの相関

深IAIB �2�DIE 巴�G 蝿6r�車 
Ilo△10△ ��○△l ��△ �B�I 

Ⅱ　tl ��"�1 �� ��ｸ�(�｢�1 

Ⅱll ��ｲ�1△ ��○ 鳴�l 

ⅣlI ��lo ��ｲ� 免��l 

Vll ��J ��"� 鳴�l 

Ⅶ　tl ��t �� 綿�"�桓△ ��ｸ�"�

注：無回答も一粒の反応として考察した

○＝46年度生，△＝45年度生
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蓑4より，調理献立上の用嵐食品の属性，個人的嗜

好，栄養・保健・衛生，地区性・季節性，価格・数量な

どの項目が，イメージの最初にでてくる反応語であるこ

とが理解される。食品部箆・動物名，調理配食用磯思及

びその他で一括される少数の反応語はその道である。調

理献立上の用途，食品の属性は反応寮率も高いところか

ら，イメージとのつながりが特に強い項目であるといえ

る。

反応語の無回答率は常識通り経時的に増加し，反応語

3の数は反応語1の数よりも，45年度生において約21

倍，46年度生では約6倍になっている。46年度生の方に

倍率が低くみられるのは，46年度生の方に反応語1の数

が多いからである。

3　反応語数の多い刺戟語

分類別に反応語数の多い刺戟語を選び，これを語数の

多いものから3′一4位まで示すと，表5のごとくにな

る。

表5　反応語数の多い食品

（多いものから3′、ノ4位までを示す）

46年度生 �45年度生 

区　分 傀x枌�刺戟語髄 剋h戟語l富応 

A－a ���スパゲティ　51 凾ﾛ　　　　ん 鼎b�

2 �-ｸ��������/��47 �5�7�5�6X4"�42 

3 �,���,���,h��*B�46 �,�,�,h*H�X5"��ｸ7��ｸ�ｲ�34 

4 �,h.ｸ.ｸ*(.���3���,h.ｸ.ｸ*(.��33 

A－b ���"�2�B�天然ジュース40 マヨネーズ31 み　そ25 ヨーグルト23 刄}ヨ不一ズ 天然ジュース ヨーグルト み　そ �32�#��#��#r�

A－C ���あ　ず　き 都r�あ　ず　き 涛��

2 �+���*(��+��69 �+�*(+��Y�ﾈ�R�7�5ｨ8｢�67 

3 �*���*(��y��66 �+(��������-ﾂ�66 

4 �+h.�*ｨ*(.��R�+(-ﾂ�64 �,ﾘ*ﾘ+8*(�X+��*(+�/��65 

A－d ���"�2�B�なっとう17 は　ん12 酒10 あさくさのり9 凾ﾈっとう は　ん スキムミルク 酒・ビール ��R��"������

B－a ���ピ　ー　マ　ソ　25 刄s　ー　マ　ソ �#b�

2 �6x����7ﾘ����6r�22 �-�*H.ｨ/����23 

3 �+8*ﾘ.x*h-��R�7�5ｨ8｢�17 �+8*ﾘ.x*h-��R�6x7ﾘ6r�22 

4 �*(����+�����+(���R��,���/���+h��/��21 
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B－b ���"�2�にんにく セ1コリー さんま �#�����b�忙んⅤこく セロリー しい．たけ �3��#�����

B－C ���"�さとう・レモ ン′ 塩・柿 �#B�#��さとう レモソ �3��#��

3 �+X.X*H.H�X-ﾒ�*�/��18 綿��冀�15 

4 �8��ｸ4�8ｸ6r�17 ���+X��.X��*H��.B�14 

B－f ���さ　と　い　も �#2�さ　と　い　も �#��

2 �,h.ｸ.ｸ*(.��17 �,h.ｸ.ｸ*(.��18 

3 �*H��,���*ﾂ�14 �,h����.���?r�14 

4 �+�/�,�.�*ﾘ�R�yﾂ�12 �,h*H-8�X+�/��,�.�*ﾒ�9 

1 �.ｨ��/���+���/��21 �5H��48��5����ｲ�22 

2 �5H��48��5����ｲ�17 �.ｨ��/���+���/��15 

B一g �2�ビ　　ー　　ル ��R�ち　　く　　わ ��B�

4 �+�*ﾘ.ﾘ�X*�-ﾂ�-ｨ+��12 �+8*ﾘ.x*h-��R�,�,�,h*B�12 

C－a ���"�2�さくらんぼ さんま りんご・しい たけ ��B�b�B�さくらんぼ 天然ジュース ヨーグルト・ いか ��2�R�B�

C－b ����"�2�レバー にんじん・う なぎ かずのこ・な るとまき ����B�2�レバー スキムミルク なるとまき・ かずのこ ��2���B�

D－a ���た　ま　ねぎ �3"�ほうれん草 �3��

2 �-�*H.ｨ/����23 �+ﾘ��-ﾈ��,ｸ*ﾂ�28 

3 凉ﾂ�20 凉ﾈ�Xｸﾘ����?ｲ�27 

4 �5(�ｸ7��ｸ�X,��/�+h/��18 �-ﾘ��*���/��24 

p－b ���粉末ジュース 鼎"�粉末ジュース �3b�

2 �*�-ﾈ-ｨ+��X*ﾒ�+h.y?r�10 �*���-ﾈ��-ｨ��+��13 

3 �*���*ｸ�丶ﾈ�｢�9 �*ﾘ��+h��.x��?r�11 

4 �5ﾈ���ｸ5ｨ�ｸ5r�7 �5ﾈ�ｸ5ｨ�ｸ5x�R�,�.�,h-ﾈ*ｲ�9 

E－a ���"�2�B�梨 植物油 ′ヽ　ム 酒・サイダー �3"�3��#��#r�ぎ植芸池 ■ぶどう バター �3R�#��#R�#"�

F－a ���"�2�B�㌣こしん ぶどう 柿 たけのこ �#���B������あ　じ にしん し　そ ささげ �����r��"����

1 2 �,�/�+h/��*�-H.x*�+��34 21 �,��H/�+h/��*�-H.x*�+��22 20 
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注：B－d，B－e，五一b，E－C，H－bほ語数が

少ないので略す

（1）調理献立上の用途

①：組合わせ食品

組合わせになる食品を多く連想する刺戟語は表5A－

aのどとくで，反応語数の多いものから4位までは両年

度生共通に，スパゲティ，ぽん，なっとう，とろろいも

である。スパゲティの紅合わせになる食品は主としてケ

チャップ・ミートソース，ぽんはバター・牛乳・ジャ

ム，，なっとうはねぎ・御飯，とろろいもは御飯・のりな

どである。また，45年度生の3位にあるコーヒーは砂

糖・ミルクが主な反応語である。

蓑の他に本項目の反応語数が比故的多い刺戟語は，い

ちご（以下反応語の内容を〔〕でも示す）〔ミルク・

砂糖〕ひ．じき〔油あげ・ちくわ〕バター〔ぽん〕うどん

〔油あげ・てんぷら〕緑茶〔英子・潰物〕などがある。

（申　材料

表5A一二bのごとくで，組合わせ食品と同様に4位首竃

での刺戟語には学年差を認めない。何れも調味料と飲料

である。天然ジュースの主反応語はみかん・りんご・→ト

マトなどの果物と野菜，マヨネーズは卵・酢・油，みそ

は大豆・こうじ，ヨーグルトは牛乳・乳酸菌などである。

L表の他に本質目の反応語数が比較的多い刺戟語は，な

っとう〔大豆〕植物油〔ごま・大豆〕とうふ〔大豆〕チ

丁ズ及びバター〔牛乳〕ビール〔ホップ〕ハム〔肉・豚〕
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などがある。

㊥　調理法・調理食品・加工食品

表5A－Cのごとく両年度生共通に，あずき・大豆・

ごまが反応語数4位までに含まれている。あずきの主反

応語は赤飯・あん・おはぎ・しるこ・あんみつなど，女

性の好きな食品名があげられている。大豆はとうふ・み

そ・なっとうなどの加工食品が主である。ごまはごま和

え・おはぎ・ごま池などの反応語である。また，45年度

生に反応語数が多い酢は，すし・すの物，パセリはスー

プ・サラダ，はくさいは潰物・寄せ鍋，大根は大根下

し・おでんなどである。46年度生に反応語数が多いけい

卵は，卵やき・ゆで卵・目玉やき，じゃがいもはサラ

ダ・粉ふきいも・カレーライスなどの反応語である。

本項目の反応語の内容から∴現代食生活の1端が推察

できる。たとえば，じゃがいもは，煮物よりもサラダ・

粉ふきいも・カレーライスなどとして調理喫食されてい

ることがわかり，食生活の洋風化の一面を知ることがで

きる。したがって刺戟語に対する反応吾の内容は，今後

の集団給食における献立作成及び調理指導の参考にな

る。

その他本項目の反応語数が比較的多い刺戟語は，いか

〔きしみ・てんぷら〕しそ〔梅漬・てんぷら〕煮干〔み

そ汁・だし〕などがある。

④　食べる時機

本項目に含まれる反応語数は表5A－dからも明らか

などとく少なく，多くてなっとうの17語である。蓑には

示さないが反応語数5位の刺戟語は，46年度生ではスキ

ムミルクで45年度生3位の刺戟語と同じく，また，45年

度生の5位はあさくさのりで，46年度生4位の刺戟語に

同じであるところから，本項日の反応語数上位の刺戟語

は，両年度生で非常に塀似しているといえる。

ぽん・スキムミルクの主反応語は給食で，学校給食の

イメージが強い。なっとう・あさくさのりは朝・朝食の

反応語であるところから，主として朝の献立に採用さ

れ，同様にぽんは，朝と昼の献立に利用されていること▲

がわかる。酒の反応語は夜・宴会，ビールは夜・湯上り

などである。

（2）食品の属性

（む　色

色に対する反応語数の多い刺戟語は，表5B－aに示

すごとく特徴がある。すなわち，反応語数4位までの刺

戟語をみると，ピーマソ・トマト・ほうれんそう・，さく、

らえび・パセリ・いちご・にんじんなど，何れも赤と線

の色彩をもつ食品に統一されている。つまり，赤と線の

色彩をもつ食品は強く印象づけちれるので，調理上留転

する必要がある。両年度生ともピーマソの線が反応語数
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最高である。

蓑の他に赤と線の色の反応語数が比較的多い刺戟常に

特，さやえんどう・さくらんぼ・りんご・さけし魚）など

がある。その他の色としては，しそ・なすの紫，かぼち

ゃ・かずのこ・みかん・バナナの黄，しょ　うゆ・ごぼ

う・ひじき・ごまの黒，大根・牛乳・砂糖・かまぼこ・

とうふの白，野沢菜の茶などがある。なお本項日中に

は，きれいな色，美しい色などの反応語も含まれてい

る。

◎　香（臭）

蓑5B－bのごとく，にんにく・セロリーが両年度生

共通に反応語数が多い。特に，にんにくの臭の反応語数

は2位のセロリーより10語以上も多く，にんにくの臭は

強い印象を与えていることがわかる。にんにく・セロリ
一・さんまはくさいの反応語，しいたけは香りの反応語

である。蓑の他に，あさくさのり・しその香り，さばの

生ぐさいなどの反応語がある。一般に，よい香りよりも

悪い臭の方がイメージとしてあらわれている。

③　味

味に対する反応語数の多い刺戟語は蓑5B－Cのごと

く両年度生とも砂糖・塩・しょうゆなどの調味料であ

る。砂糖の甘いの反応語は反応語数最高である。レモ

ソ・みかん・ヨーグルトの反応語はすっぱい，塩・しょ

うゆはしょっぱい，柿は渋いの反応語である。表の他

に，梅・酢などが酸味を示す反応語としてみられる。
一般に味についての刺戟語の奄塀は，甘味よりも酸

味，しをから味の方が多くみられる。

④　風味

反応語に風味のみられる刺厳君は，両年度生とも数語

にすぎない。ごまのこおばしい，しいたけの風味などが

ある。

⑥　鮮度

風味と同様に反応語数は少ない。両年度生に共通な反

応語は，天然ジュースの新鮮（両年度生食わせて15語）

である。その他非共通語としては，きゅうり・いちごの

新鮮（3語）梨のみずみずしい（4語）などがある。

④　青ざわり

衰5】ヨーfに示す。さといも・とろろいもの刺戟語が

両年度生の上位にみられる。さといも・とろろいも及び

46年度生3位のうなぎは，その主反応語がぬめり（ぬる

ぬる）である。また，とり肉・とうふ・こんにゃくの主

反応語はやわらか（ぐにゃぐにゃ）梨ほかたい・ぎらぎ

らである。

蓑の他に本項目の反応語数が比較的多い刺戟語には，

ぽん・ヨーグルト〔やわらか〕なっとう〔ねばねば〕な

どがある。
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①　外見

表5B一gのごとくで，れんこん・サイダーが両年度

生共通に反応語数が多い。れんこん及びちくわの主反応

語は穴，サイダー及びビールの主反応語は泡である。ま

た，かまぼこは振付（板）さくらえびは小さい，なっと

うは糸などの反応語である。

蓑の他に，なるとまき〔うずまき〕うどん〔太い・長

い〕もやし〔細長い〕天然ジュース〔缶入り〕などの刺

戟語がある。

（8）個人的嗜好

食品に対して好き，嫌いなどを示す反応語は前述のご

とく意外に少ない。その反応語数は蓑C－aに示すとお

り，両年度生さくらんぼのかわいいが最高である。これ

は被検者が若い女子学生のためであろう。さくらんぼは

かわいらしさを象徴できる食品であるといえるので，ケ
ーキなどに利用するのは効果がある。さんま・天然ジュ

ース・りんご∴しいたけ・ヨーグルト・いかは，好き・

おいしいなど良いイメージの反応語である。

反面，レバーは悪いイメージを与える代表的食品で，

嫌い・きもち窓いが主反応語である。したがって，レバ
ーを使用した栄養料理の指導には，この点も留意する必

要がある。また，スキムミルク・にんじん・かずのこ・

なるとまきも嫌い・きもち悪いなど，悪いイメージの反

応語である。また，うなぎは高価な割合に，きもち悪い

という反応語がある。これは味覚よりも外見のイメージ

が強いためではなかろうか。

蓑の他に，にんにくの嫌い・おいしい，チーズのおい

しいなどの反応語も数語ある。

（粛　栄養・保健・衛生

①　栄養・保睡

本項目の反応語が両年度生でいかなる差異を示すか

は，イメージの教育による影響を検討する上に重要であ

ることは前述したとおりである。結果は表5D－aのご

とく，本項目の反応語数が多い刺戟語の種頻には学年差

があまり認められない。

ほうれんそうの主反応語は，カロチソ（Ⅴ．A）・鉄分，

たまねぎは温梨は水鉄牛乳は栄養・たん白質（カル

シウム），コーヒーはカフェイソ，にんじんはカロチソ

（Ⅴ．A）みかんはピタミソCなどである。しかし，細部に

ついてみると，次の諸点には教育の影響が現われてい

る。

打）栄養的にすぐれている食品の反応語数が45年度生

の方に多い。たとえば，牛乳の反応語数は46年度生11語

に対して，45年度生では27語である。また，ピタミソC

含有畳の高いみかん，カルシウムを多く含むひじき，カ

ロチンの豊富なかぼちゃなど栄養的特徴のある刺戟語名

長野県短期大学紀要



が45年度生の方に多くあげられている。

回　45年度生の反応語の内容の方が栄養面に具体的で

ある。たとえば，こんにゃくの反応語は46年度生では「胃

の掃除」であるが，45年度生になると「カロリーなし」に

なる。また，牛乳の反応語は45年度生になると栄養・た

ん白質のほかにカルシウムの反応語数がかなりみられる。

その他，本項目の反応語数が比較的多い刺戟語は，バ

ター〔脂肪〕レモソ〔Ⅴ．C〕レバー〔栄養高い〕などが

ある。なお，白飯の反応語に両年度生合わせて脚気が1

語，ピタミソBl不足が5語しか現われていないのほ，強

化食品の普及，栄養知識水準の向上などによりこれらの

疾病率が減少した結果であると考える。食生活の進歩を

裏付ける資料である。

（参　衛生

蓑5Ⅰ）－bのどとく両年度生共通に反応語数4位まで

に粉末ジュース，かまぼこ，くじら肉，ソーセージがあ

げられている。1位の粉末ジュースの反応語数は2位の

かまぼこの数の3′一4倍であり，しかもその内容は両年

度生ともチクロが最も多い。チクロの毒性が社会問題と

してとりあげられた時期であるためと考える。粉末ジュ

ースの反応語にはチクロの他に人工甘味料・人工着色料

などがある。語数は少ないが（3語）粉末ジュースと対

二称的なのは，天然ジュースの「安心」である。

その他，かまぼこの反応語は着色・漂白剤，くじら肉

紘冷凍，かき（只）は中毒，ソーセージ・なるとまきは着

色などの反応語がある。

以上の反応語の内容から，学生の食品添加物に対する

関心度は高いと考える。また反応語数から，貝類や練製

品が衛生上特に注意すべき食品であると考えていること

も認められる。

（5）食品分塀・食物のタイプ・商品名
・①　食品分類

表5E－aに示すごとく，両年度生とも反応語数2位

までの刺戟語は，梨と植物油である。梨の主反応語は20

世紀と洋梨であり，梨の中では良く喫食されている種類

であると考える。植物油はごま油・サラダ油・なたね油

など，油の種類が主な反応語である。また，46年度生に

みられるハムの主反応語は類似食品のソーセージ，酒は

日本酒・ウイスキー，サイダーはコーラ一・ラムネなど

である。45年度生にみられるぶどうの主反応語は，マス

カット・デラウエア，パターはチーズ・マーガリソなど

■である。

表の他に反応語数が庇枚的多い刺戟静もスキムミル

ク〔牛乳・コーヒー〕そば〔手打そば・信州そば〕しょ

うゆ〔みそ・ソース〕こんぶ〔わかめ・海草〕などがあ

る。りんごは本県の特産物であるが，種類の反応語数は

舞27号1972

少ない。すなわち，紅玉・国光・デリシャスなど45年度

生では各々4語である。46年度生の語数はさらに少ない白

㊥　食物のタイプ

にんにく・セロリ一・パセリなどの刺戟語が両年度生

とも本項目の上位に入っているが，その反応語数は少な

い。最高がにんにくの13語であり，他は6語以下であ

る。にんにくの主反応語は中華料理，セロリ一・パセリ

は洋食である。

③　商品名

食物のタイプと同様に反応語数は少ない。反応語数上

位のものをあげると両年度生共通に，なっとうに対する

卵なっとうの反応語が各々13語ある。また，マヨネーズ

は46年度生9語，45年度生16語で主反応語はキューピ

ー・味の素である。サイダーは46年度生5語，45年度生

9語で主反応語は三つ矢である。チーズは46年度生4

語，45年度生12語で主反応語は雪印である。その他，ソ

ーセージは，まるは・日水，粉末ジュースは渡辺，スキ

ムミルクは雪印，かまぼこは堀川，などがある。

商品名の反応語の調査は，商品の宣伝効果の有無及び

食品の購入状況などの把塩に役立つと考える。

（6）食品部位・動物名

①　食品部位

表5才－aのごとく，反応語数4柾までの剃戟語は，

にしんを除き学年差を有する。にしんの主反応語はかず

のこである。また，ぶどうの主反応語はたね・つる，あ

じは些ヒ三，柿はごま・たね，しそはしその実，たけの

こは皮，ささげは2旦などである。

45年度生において，あじの刺戟語に壁土三の反応語が

19語あるのは，1年間の専門教育の経験匿よるものと考

える。46年度生の堂ヒ三の反応語は1語にすぎない。

㊥　動物名

架空な動物も含む。反応語数の多い刺戟語は蓑5F－

bのごとくで，反応語数順位3位までには学年差がみら

れない。諺こんじんの主反応語は馬・兎，あぶらあげはき

つね，煮干はねこ，ほうれんそうはポパイ，柿は友達な

どである。その他，反応語数は少ないが，わかめ〔きざ

えさん〕，かぼちゃ〔シソデレラ姫〕，大根〔足〕などがある。

（7）地区性・季節性

①　地区性

表5G－aのごとく，両年度生共通に1位バナナ，2

位そばである。バナナの主反応語は台湾・南国，そばは

信州（長野）・戸隠である。反応語数から戸隠の知名度は

45年度生の方が高い。また，スパゲティの主反応語はイ

タリヤ，りんごは備州（長野）・青森である。45年度生

の4位にあるこんぶの主反応語は海，コーヒーはブラジ

ル・喫茶店などである。輿茶店の反応語は，45年度生の

19



15語に対して46年度生では4語である。喫茶店の利用度

に関係しているのではないかと考える。

蓑の他に反応語に地区性が比較的多くみられる剣戟語

は，ぶどう〔山梨・甲州〕チーズ〔北海道・スイス〕に

しん〔北海道〕緑茶〔静岡〕野沢菜〔備州・長野〕マカ

ロニ〔イタリヤ〕あさくさのり〔海〕などがある。

径）季節性

表5G－bのごとく，両年度生とも秋を連想するさん

まが反応語数最高で，その語数には学年差が殆どない。

季節感を味わう献立に採用すると効果的である。表中の

さけ（魚）の主反応語は正月・年の瀬，みかんは冬・正

月，かぼちゃは冬至・夏，また，柿は秋が主反応語である。

蓑の他に季節感に富む刺戟語には，かずのこ〔正月〕

野沢菜〔冬〕トマト・ビール〔夏〕ぶどう〔秋〕たけの

こ〔春〕などがある。

（8）価格・数量

①　価格

表5H－aのどとくで，両年度生ともかずのこの反応

語数が特に多く，2位のさんま・もやし・牛肉との間に

9′、ノ19語の差異がある。かずのこ・さんま・牛肉・うな

ぎは，高価なイメージを与える剃戟語である。反対にも

やし・さばは安価なイメージを与えている。一般に安価

な食品よりも高価な食品の方がイメージに強くあらわれ

ている。

（む　数量

数量の反応語は前述のごとく非常に少ない。すなわ

ち，反応語数最高で45年度生の牛乳の6語である。反応

語の内容は180”200ccである。その他，鶏卵の50g，砂

糖の10gが1′一2語みられる。

（9）調理配食用機器

表5Ⅰのごとく反応語数は少ない。とっくりを連想す

る酒が反応語数上位である。白餅の主反応語は釜（ガ

千・電気）・茶碗などである。釜の僅塀から現代の炊飯

形態を知ることができる。緑茶の主反応語は茶碗，スパ

ゲティはフォーク，牛乳・えのきたけはぴん，コーヒー

はカップ・パーコレーターなどである。

鋤　無回答

反応語に無記入の多い刺戟語は表6のごとくである。

両年度生共通に，酢油ソースが無回答率最高である。特

に46年度生が80％も無記入になっているのほ，連想語が

現われないと同時に，酢油ソースの名称を知らない学生

もいたからである。

無回答率順位2′、ノ5位までの刺戟語の種類には学年差

がみられる。反応語無記入の多い刺戟語は荒井の報告に

もあるごとく，特色の少ない食鼠　なじみのない食昂，

関心が少ない食晶などである。
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表6　反応語無記入の多い食品

（多いものから5位まで示す）　　単位％

順 鼎h��D��^V����b��45．年　度　生 

位 佶Xﾈ�ﾎｨｫｩ)c���9｢�剋h戟語匝回答 刮�� 

1 ��ﾉoｸ5ﾈ�ｸ5��80．0 �#��C��酢池ソース �3��C2�61．7 

2 �+8��+8��+����48．3 鉄��Cr�さやえんど う �#��C��79．2 

3 �5�4ﾈ8�7�8ｲ�4��45．8 鉄H�C"�さくらえび ・暫こしん �#��C��80．0 

4 �8�,x*H-2�35．8 ��ScH�C"�はく　さい ����C"�80．8 

5 �*�������+b�35．0 田X�C��かっを・さ んま ����C2�81．7 

4　100頓の刺戟語の主なる反応語

刺戟語ごとの反応語の内容を，反応語数の多いものか

ら4位までを一括して表8に示す。

1刺戟語中の4位までの反応語には同数のものもある

ので，4位までの反応語の種類は4′一7雀である。した

がって，これを次のごとく摂別して考察した。

Ⅰ：1刺戟語中の4位までの反応語が両年度生とも4

種類である場合

Ⅰ：1刺戟語中の4位までの反応語が，一方の学年に

おいて5′、ノ7種類である場合

Ⅱ：1刺戟語中の4位までの反応語が，両年度生とも

5′、ノ7億炉である場合

次に，上記の3つの類ごとに，両年度生間における同
一語（同義語）と非同一語（非同義語）の割合を調査す

ると，表7のごとくである。

表7　同一語と非同一語の割合　　単位％

蓑から，1刺戟語に対する反応語（反応語数多いもの

から4位まで）は，60′一70％の高率で両年度生叛似して

いることが認められる。

要　約

本学食物専攻入学当初の学生と，1年間専門教育を履

修した学生を被検者として，100磯の食品についてイメ
ージを調査したところ，次の結果がえられた。

（1）分類別反応語の分布状況には学年差がある。

（2）学年差の最も大きいのは反応語の無回答率で，粥年

度生の方が約8％帯率を示す。すなわち，食品に対する

認識及噂口名度は，入学当初の学生の方が低い。

（8）両年度生とも全反応語車では，調理献立上の用途に

長野短期大学紀要



関する反応語が最も多く，38．3％と41．7％である。本項

日中の調理法・調理食品・加工食品の反応語率は，45年

度生の方が4．0％高く有意である。また，組合わせ食品

の反応語率にも学年差がみられる。

（4）食品の属性に関する反応語は全反応語の12．5％と

14．2％で，両年度生とも調理献立上の用途に次ぐ高率を

示す。また，属性の反応語の約与は，両年度生とも色に

関する反応語である。本項日の学年差は色の反応語率に

のみ現われている。

（5）個人的嗜好の反応語は予想のほか少なく，両年度

生とも全反応譜の1％強で，学年差は認めない。

（6）栄養・保健の反応語は45年度生の方が2．0％高率

であり，学年差は有意である。また，その内容は，45年

度生の方が栄養面に具体的である。衛生に関する反応語

率には学年差を認めない。

（7）食品分瑛・食物のタイプ・商品名の項目では，食

品分塀と商品名の反応語率に若干の学年差をみうける。

（8）食品部位・動物名，地区性・季節性，価格・数量，

調理配食用機器の反応語率は学年差がない。しかし，食

品部位はその内容をみると，「あじ」に対する「ぜいご」

など，調理経験からきたと考えられる反応語が45年度生

の方にかなり多く，教育の形撃が考えられる。

（9）両年度生において，イメージの最初に浮んでくる

反応語は，調理献立上の用途，食晶の属性，個人的嗜好，

栄養・保健・箱生，地区性・季節性，価格・数量などの
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反応語である。この中，調理献立上の用途と食品の属性

は，反応語率も高いところから，イメージとの結びつき

は強いと考える。

佃　全般的にみると，各剣戟語に対する反応語の種類

・ほ，両年度生でかなり類似している。

旭　反応語の内容から，松雄多様な現代の食生活の一

端が把捉できる。

（吻　以上のことは，今後の集団給食における献立作成，

調理指導及び被験者の栄養教育を行なう上に参考にな

る。

おありに，本研究にご協力下さった，本学食物専攻

46，45年度入学生に深く謝意を表わす。

なお本研究の要旨は，1972年第19回日本栄養改善学会

において発表した。
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せせ永 �;b�載■ 處ｨ.､｢�朴宕 劔索郎≡ �,儺H���刄Sミ 冉ﾙUｲ�����H5��

寸 �5��¥r�CO 犯��ト ����H�ﾈ�(*ﾘ8ﾘ�B�ロつ〔巧 �*ﾘ�｢�Lr）Ln �,ﾂ�xb�CO �4��〇〇 鱒 �����*(+��コ、 �ｩ���ヒートー 

J 剔� 畑6ｨ�"�K ��YE�?��貞 ぺ♪ ：Hr＼ 亢��ﾂ�禁諒 剴ｽ 友��處y?��準■ 抜�捏 

窮 凵軍 ��D､｢���私 ���・UJ 中魯 �*ﾘ屬�����"�当社 剞ｷ 僵R�-r��(idﾂ����ﾔ��竃史 

足 剄I 佶ｲ�ユ �*隗ﾂ�痛仙 ��ﾒ�劍8｢���塊��,8�B�

ト �,ﾂ�m T・」 �4��の ▼・・」 ��ｨ�｢�の T・」 �4�4��（エI ��X�ﾈ42��X�ﾃ��⊂n占）： �,ﾂ�ヨi �*ﾙ?�ﾂ�一寸t T．」 （ 郵,$ﾆ��⊂⊃ ▼－1 

睾 優B�心 �5R�凛2�囲 �(��2�車 乏�＿づ 况R�ヽ丁 儿ﾂ�ゝ 小 ����r＞ 

■腫 僵R�-r�叫 べ 倆B�俶｢�双 傴｢�虫 �.���R�兎 摺 ��p′ ヽ■ 策 ���司n ��y*��′．＞ 薫 

ソ �8｢�轟 俐R�剴�凝 刮ﾄ 冏兒ｲ�・睾 劍�倅����U"�

m ��X�X�X�b�の �7��N �,ﾂ�寸 菱�H�b�亡－　■ 披�⊂：つく⊃ ��ﾈ�ﾒ�N 碑�B�ト 披�寸 

N �,ﾂ�r」 菱�C��の 菱�H�b�N 菱�H�b���X�b�7－1T．」 狽�ト1　r 蝿���B�T．1 哩 ��X�ﾈ������▼・・1 

加 卑′ 刋ｸ�r�′β ＿＞ �r�k I ��87��；E 中 佇ﾂ�(b�竪ミ ����b�二 年－‘ 偬d｢�J喜 吏 凉B���ｲ�dﾂ�固 ぐ 

叔J す、 �;��┷�｢�叔J 針 �5�R�.ｹ|ﾒ�卜 争 俛��痛 佇ﾂ�����東． �(b��2�PU すぎ �(b�|｢�b 虜 �8ﾂ�����h��B�ぽ 

・監 ♯ 儁｢�｢�りp ��ｲ�冥 1 ���爾�中 耳 亂�6ﾒ�5��ら、 ．ゝ 、 儘��べ 凛h���蠶�絆 べ 傚｢�べ 牝｢�恕■ べ 

r＞ 研 ぐ �4x�"�竹 m 佝"�冤′′ ヰ �9H����h.��量： 剳v 人n 俶��：」 く �*ﾒ�tD へ／ 

姉 ��ﾈ�UR�ト �5�R�凵�E K �r�ぽこ 吭� 剽ﾇ　二 店+��"�殉 

⊂：） �(�ﾃB�N �,ﾂ�－dt 牝ｨ,"�くD �6x�ｲ�〇〇　． �,ﾂ�○　　‾ 菱�H�b�N �,ﾂ�■寸t 氷,"�く＝〉 

Lr） 郵,"�lJつ 犯��Ln 綿�x�｢�l∫） 綿�x�｢�Ln 綿�x�｢�く」つ　て ���ﾒ�（エ） �*ﾙe8�"�く亡）． �*ﾘ蓼,"�q⊃ 
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の lJつ ����*ﾘ�ﾈ�"�m lJつ �,ﾂ�e8���ﾂ�・尋1 l∫） 册8���ﾂ�,ﾂ�づ1 トー �,ﾂ�「」 �,ﾈ�R�CO �-�,"�00 犯��卜 ��ﾈ�ﾒ�の 

Ln 優ｨ,"�く二〉 ����l∫つ �*ﾘ4x�"�くエ） 幽�x�｢�寸 ����x�｢�

■廿一せい寸 猛�l∫）lJつ �*�,ﾂ��"�Lnuつ ���4x�ｨ*ﾖｨ�ﾘ*ﾘ4t��Uつ �+�+��（【） ������01CqCN �4��Ln �-ﾈ,ﾈ��ｨ,"�寸 ・旺 �,ﾈ�B�Lr） 

トJ 上古 曝."�小 凵D咤ヽ ペ ��(���З*�.��8ｩ�2�鷹 †ノ 偃h.����J てH ��x,h.��わ、＿ 倆B����"��ﾃ�屬�.ｵ��卜 H 吏ヽ 傅ｸ��･ﾒ���ｹfﾒ�*��X."���B�宴 rJ 

弓■騒 大皿手鑑 冽ﾒ�ニユJ 報せ 凵G」 勾囲 �-x-x嵂�5I8┐�一円■ 正工 仭��?ｩ|｢�ぐ 争 �(i���支���中 産凍刃 俶｢�*��l卜 1ト �*鞁�蹌��.�vｲ�-9В�’丁て ゼ ■ 

トート・ ��ｨ�｢�}B�（エ〉〔D ������ト �4��（．D �6r�〇〇 ��儘��"�〇〇 菱�H�b�)ｨ�H�b�くこ〉 犯��⊂⊃ T．1 ��ﾈ�ﾘ�ﾈ�ﾒ�H�ﾆﾇH�ﾃ��くエ） 

．加工、 剏b 仍X揩�べ 弍r�○′ ＼ ヽ 箸�轟 ��b�べ 亶X�"�ﾇ"�．．L ≧ヽ ��Fﾂ�べ ���)｢�5�ﾈ6r�兎・ 

：針刃 ■瑠∩ 儕 刄jユJ ト‘ �5H42��+B�娃 ����㌣ �-r�・R ��B�項 �6ﾈ�B��ｸ�ﾂ�婁 

l11ヽこ 正正史 剔瘻ｫ 俶ｩ�b�すべ 灯＼ �ﾂ�n �%��ﾈｲ�111 俘ﾂ�j��童 倅��b�將�■K ㌣ ����$ｲ��C��■＼／ ゼ 倩H�"���Dｲ�■＞ 票 

の �*�(�｢�H�C��トー　ト �6x�R�*��CO ��ｳ����X�b�ト・ �4�4��く．⊂I H 冉ﾘ�R�e⊃ 1・．」 披�H�H�b�CO ���4x�(*ﾘﾔ��"�r」 T．1 �)ｨ�H�b�H�H���∽CO 

毒 ����弓 か足 も兎 剩i �-r�一∈ヽ ‘＼′ �����8��ﾈ+����容 俟��丘：ヽ �6r�笹 1 从��b�べ ◆ ��"�錚�山岡 笥 

㌣ 魯 �.ｲ�ミ起 債ニ 刳ｧ 俘��ぐ ．JJ �6ｨｸﾒ�揵-ﾂ�Q 農 丼"�愛 東 鳴�ｲ�∠」 ’卜 �(b��8闥�㌣ 虜 緬fﾒ�.��"�ペ ソ双 

m T．」 班(�｢���T．」 H �,ﾂ�▼・・」 N �,ﾂ��X�X�X�b�〇〇 ��ﾈ�ﾒ��X�ﾈ���の r■ ��ﾈ�ﾒ�H�H�b�N OJ �*��X,"���m T・」 �,ﾂ�:�爾�〇〇 ▼－1 �,ﾂ���ヨ： 

血 中 儉r�蟄 項 亂b�血l 針 亂ﾂ�．」＞ tO 書く ��B��h���」 乏�.�5��Q りp 俾ﾒ�藁 價 ト 夢�ﾉfﾒ�票 毎、 
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Lr） 披�「」 ��B�の 披�■寸t �4��等 ��Y���の ����の ��B�寸 ��X�ﾈ�b�ト 

しの ���?��"�（工〉 �6r�Uつ 倆鳴�くj⊃ 綿�x,"����4x�｢�Lr） 版��く」〇 �*ﾙe8�｢�寸 ����Ln 

Lくつ ����H�ﾈ�｢�lJつlJつ ���Fﾂ�寸 �*ﾘ4x�｢�■寸、寸t �-ﾈ,ﾂ�くエコ ����小目N ��������亡・－ 碑����寸 �*ﾘ,"�ト 
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L） ：り 从r�ミJ ト蛋 曝.(+��R�ｼ8.��刋ｲ����緬fﾘ�U(�R����ｲ��+���ｲ��ｲ�В�申‘ lJ 

も1頬 

N T－■ �4��鞣�CO 蔑■ 犯��-��lJつ �4��くエ〉 �*ﾖｨ,(*ﾘ+�ﾂ�こく〕 �6x�ｲ�mm 犯��CO 犯菷��LnLn �,ﾂ�∽ 

叔J 針 劔睾 櫨 �*���Y���靡 帽ﾕﾘ*ﾒ�＿＞ 墨 箸�くま； �5H�R�*��靡 �6x."�*馮��べQ �5��（イ ■‾Tて 

閏 劔�-r�強 ��ﾃs�����H�B�ぐ �*���ﾂ�㌣吋 凵z L 剌Qぜ 亊ｲ�ｵB�ゼ 

ロ王 劔�9���江工 傅ﾉm｢�車 亊��粛正 凵恂m 剌落j ���)｢�● 

Cq T・1 �(�X�b�(�X�b�の �4��く＝〕 ▼－1 蒙ﾒ�H耳��H�ﾃ��ト［－ �,ﾂ�m T・・1 ��ｨ�､4��CO l－1 �6r�⊂⊃ ▼・・」 �4��*��トート亡■一 々 ㌣ 屯嘩項 幽�X示ﾂ�(�b�⊂DCP 

毒 ㌣ ����酪 丶b�！や 史 �.円B��(."�1 朴・n Kへ／ 偬d｢�*��容 e 凛8��(b�e 蜜6ｨ�"�董 劍�'"�ﾈ6r��B�菜心 栗笹・ 

魯 儁��砦 仍��）や 房 畠*��、丁ぐ 七、．ユJ 从ﾒ�ｨ�"�轟 �,ｹ8��り多 足 �&ﾒ�kﾂ�劍�ｸ�ﾂ��"�ｲ�忍べ 英ソ 

l∫⊃ 猛��X�X�X�b�|��N 7－1 生 項 ��ﾈ�ﾒ�(�X�Fﾂ�%��〇〇 1さ1 席U 針 �4��CO ノ｛ヽ �*ﾘ+��"�の N J �,ﾂ���.�5��の �,ﾆﾒ�N ��ﾈ�｢�▼－1 �,ﾂ�⊂） 
1→ 劔�)ｨ�X�b�菱�H���决■ 菱�ﾈ�eH�C��T－1 （ 菱�ﾃ��N 猛�T．1 

加 劔�-r���"��"�冕こヽ �+｢�琴 ゴ ） ��x7��J P・ ��R�ヰH 

僅一 毒 佛b�崇 ��I)2�璧 ・R 俘��ふ‘ ����fﾒ�ケ ����B�棈���兎 ／‾V つも 箸�蹂��家 臣－ �(b�黷�繋 緬fﾒ����lJ 

最 覇 �.��J如 俯��払 ��ID��贋 の 弍r�慈 Ln �+ﾒ�.��っタ 問�ノn ��ﾇ(����h.��べ 免ﾂ�宕 

心 中′ ヽ 〇〇 �8�ﾒ�tO 三」 ��ﾂ�牛 凾�1 JJ 凾ｷく 叔J 箸��I�ﾃ��ギ ○′ ヽ 〇〇 ��h.��べ 人民 �.��n ・R■ 况R�

畠 �-h�H�ﾂ�ノ　ヽ �9�����S���ﾂ�����m��ケU． 儉亀 ��｢�5�R�＿＞ 製 �5��皇 

！卜 凾ﾌ �*ﾘ,"�▼・．1 披�倆鳴���韮�卜・ 凾ﾌ ������｢�T．■ 披�〔つ 

く二〉 ����h�ﾒ�〔D ��ﾘ耳�ﾂ�ト・ �6r�ト �6x�ｲ�ト �6r�トー 册8�ﾂ�ト ��ﾃ��00 ��ｨ�｢�〇〇 
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uつ 幽����ﾆ��Uつ くエ〉 犯��m ��X+B�■・寸 ■勺1 猛�くつ �*ﾘ4x�｢�T．1 ��ﾈ�ﾒ�トー ����⊂⊃ 披�トー 

Ln 剩ﾈ�X,"�くエ） 牝ｨ,"��6r�（⊂〉 綿�x�｢�ト ��8�"�Ln ����一・dt 氷,"�むつ 

くエ⊃く亡I 氷,"�∽ 犯貽ｨ,"�寸 ���4x�｢�Lr） 犯��くエ〉 ���+ｨ�ﾂ�N 披�H�X�b�q⊃ ���x�､ﾆ��CO 撞 �6r�萪�m 

1 1ト ヽ 箸����叔7 割 刋����n2��hﾌｲ�ノ」 上 、 箸�朴 をヽ �*ﾔ｢�R����*ﾘ,"�,ﾂ�H�H�b�附 僵 ��ｹfﾒ�*��(b�K 観 俎��^｢�刹OJ 

卑 賞ユ ���ﾂ�B�叫 1」 册ﾙ���へ か �6r�m n ��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ���東／ ���鈷ｹ��粗 さ 傅ﾂ��2�沓 毯 ��2�+y���剌｢ ′Tて 

亡－ �4��（エ〉くエ） 册8�X�ﾂ�の �6x�X6r�ト ���ﾒ�ﾎ��の 岩 ��ﾃ��くYつの 猛�H�ﾈ�b�CO ���?��"�m T一l �4�� せせ 

専 �-r��b��ｲ�亜 佶r�土 足 ＿＞ ����B����ﾈ�R�刹| 抜�8c��踵Gﾂ�ゝ 私 見 几8*ﾒ�酪 �5ﾒ�ﾆ��容 �7ｹJ��

中村 
0 〆 箸�頁 車重 俯"�潜 或 �$｢����"�パR 足 劍5����僅′m 朝ト 倚B�.��ぐ 川 估��；≡ 壁 乏��"�蚕豆 壁醇 

くつ t」 �8ﾘ,"�H�X�b�0〇 ���ﾔ4��▼・－1 H �4���"�N 7－1 �6x�ｲ�N T・」 披�｢�仁一 �*ﾘﾔ��"�H�H�b�T．」 T－■ ����x�ﾂ�&ﾂ�（工） T・」 �,ﾂ�篠�0〇 

結 椥"�り Q ��"��B�＿＞ 璧 刄g h 俶������.r�T h R �.x����H8b�小 ヽK �5����囲 况R�項′ 剽ﾈ 彗 

昆 ��ﾒ�㌢ ′R ��2��Y�R�ぐ や、 剴U ����B����,87��司 〆5 ����ﾈ�ﾈ�ﾂ�ユ1 卜＞、 乖X����))｢����ﾘﾂ�剔� 建 

くこ〉 �,ﾂ�⊂⊃ 披�の �6(�ﾉEB�（工）く三つ 俶ﾂ��Y?��∽ �*ﾔｨ�ｨ���R�寸 �,ﾂ�∽ 班(�"�の 碑���� 

T－1 �&ﾂ�▼・・■ 菱�X�b�T．■ 决lt－1 栂栗 �7．1 �)ｨ�C��~B�H 菱耳�b�T．」 披�（＼l �$ｦﾈ�H�X�b�揵y��勺I T－1 

＿＞ 聖 儺ﾈ����"�拇 購 乖��雇 畑6｢�儔 刹_ ��x�"��H�2�（ヽ 1て �.b�容 剏� 

璧うQ 

ぐ ト ��ﾒ�玖�｢�．ゝコ Tで �-x���惲�♯ �����ｸ廝�凾關¥ 出 冤卜 争 牝�*ﾒ��ﾈ�ﾈ�ﾃ��項 �(b��2�畢 剴� 

くつ �,ﾂ�N �6x�ｲ�㌫ 牝ｨ�｢�の ��X�ﾈ���N 披�【、・ 犯��CO ����〔D �4��寸 

Ln �,ﾂ�く」〇 犯���6r�せ ����ﾂ�亡－ 班(�｢�〇〇 ����l∫つ ����■勺l 犯��くつ 

Ln 据 ��ﾈ�ｨ�ﾈ�ﾒ��X�X示ﾅH�ﾃ��勺1■寸や �,ﾂ�,��小目N ����くエ〉 ������L‘つ 粗 免h�ｦﾄｨ,"�T・」 t �,ﾂ�LnLn ���?�ﾈ*ﾘﾔ��"�寸・ぜ �8ﾘ,(,ﾂ�l∠つ 

J 聖 畑ｺ��-H-r��6､ｲ�･R�J ����B�.��ヱヽ ．ユ 剪ﾜ凰 抜�ﾂ��ﾉHb�冬、 l 倚緬fﾒ�辟 0 �;86｢����2�e兎 忍 弍r�

？ 小史 �8h�.���6ｨ7���Xｼ｢�す、 偖ﾈ蔗�8ﾂ�、 皿′・′ 凵戟EU 姉悼 猛���七 卜 涛���f��音 量貸 凅｢�ｽ�鏗�っタ′ ⊥＞ 起票 ����2��,B�

の 菱�ﾃ��H�H�b�lJつ ��ﾈ�ﾒ�)ｨ璽��〇〇 綿�x,"�亡－ 犯���2�くつ �*ﾘ+��"�N 猛�H�X�b�くご） �4��〇〇 氷,"�Uつ だ 

吋 偬fﾂ�5H�R�≠ ゝ ��H�8�H�B����B����e ′β ����B����ﾈ�R����司 ��ﾈ�B�；＼ ．．L �%��容 �5ﾒ�Er�容 

0 〆 箸�明 り �8b�亦�へ＼ キ ��ﾈ�H�B�惲�′只 足 凵�79 足 �(b������抑 針 牝ｲ��ﾈ�ﾈ�ﾃ��毯 ���E��；≡ 壁 ���E��

亡、－ 披�CO �)ｨ�X���⊂乃⊂乃 �6x�ｲ�N ��ｴB�〇〇 ��B�亡の 綿�x,"�N 菱�C��1－■ 班(�｢�CO 

T．」 ��X�ﾈ�b��)ｨ����11 剳H�H,2�*��幽�ﾈ���H 囲 狽�▼－1 東′ ���ﾈ���

撞 亶X�h�"�ｴ��拇 �2�醸成 箸�ト �-r�囲 剪p ノn 冉ﾒ�ﾘh�"�v��僵R��5��堕 

足 ��ｲ�.ﾒ�塵 ．エコ 「‾て �*��ｮr�潜 或♯ ��ｲ�チl 莫 ����蚕／ 凾ﾘ 机 傅ﾂ��2��-r�.��偖ﾄ｢�軋 

⊂⊃ �4��の �*ﾕ��ﾂ�m �,ﾂ�爪の ��ﾈ�ﾒ�の 鮮 �,ﾂ�トー �4��・寸l 犯��の ���4x�"�ト 

N �(���▼－■ 菱�ﾃ��T－1 凵･」T．■ 輌粟 ��X�X�X�b��(�b�狽�r」 披�N 菱�ﾈ�b�▼一・1 （ 

J 号・‘ �'X����"�り Q 問�(���J 聖 箸�T��劍脾��H�B�毎、 l卜 �4ﾈ�R���n l‾1で ��x7��M｢�容 俔��恕 彗 
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